
協議第１３号 
 
慣行の取扱いについて 
 

 １市２町における、慣例的な取り決め及び行事については、次のとおり取り

扱うものとする。 
（１） 市章、市民憲章、市の花、市の木、市の鳥、市の歌等の選定について

は、新生市において検討を行うものとする。 
（２） 各種慣行的な行事については、新生市に移行後調整を図るものとする。 
 
 
 



慣行の取扱い 

 
安     来     市 広     瀬     町 伯     太     町 

市（町）章 昭和２９年４月２６日制定 
安とギの文字を組み合わせて図案化したもので、丸い形は、

円満と団結をあらわし、中に平和のシンボルの鳩を二つあわせ、

将来の発展を示している。 
 

 

明治３２年６月１０日制定 
旧広瀬町の記章として広く懸賞募集したものの中から選んで

制定されたもので、吐月山（いまの月山のこと）を図案化した

ものといわれている。昭和３０年の新広瀬町の誕生後も、これ

を引き続き町章とした。 

 

昭和２９年７月１日制定 
伯太町の「伯太」を図案化し、町民の団結・平和・円満を表

現している。赤屋村合併を機会に、一般公募により制定された。 
 
 

 

シンボルマーク 平成１１年５月１４日制定 
ドジョウすくいに一筆書き的な要素を加えたもので、市民の

みなさんに笑顔を与えられるようなおもしろさをイメージして

いる 

 

  



市（町）民憲章 昭和４４年４月１２日制定 
わたくしたちは、美しい自然と豊かな芸術文化に恵まれて育

った安来市民です。ふるさとの平和を愛し、より明るく、より

力強く前進するため、全市民の願いをこめてこの憲章を定めま

す。 
○美しく清潔な環境づくりにつとめます。 
○公衆道徳を守り、よい風習を育てます。 
○自分の仕事に誇りと喜びをもってはげみます。 
○教養を高め、文化財をたいせつに守ります。 
○心身ともに健康で楽しい家庭をつくります。 

昭和５０年４月２６日制定 
私たち広瀬町民は、古い歴史と、恵まれた自然の中に生きる

誇りと喜びをもって、より豊かで美しく、明るく住みよい希望

にみちた町にするために新町発足２０周年を記念してこの憲章

を定めます。 
○郷土の歴史と自然を愛し、きれいな美しい町を作りましょう。 
○個性を豊かにのばすとともに、きまりを守って、明るい町を

作りましょう。 
○創意と工夫をこらして仕事にはげみ、豊かな町を作りましょう。 
○心身ともに健康で、なごやかな住みよい町をつくりましょう。 
○伝統の文化をうけついで、希望にみちた栄えある町をつくり

ましょう。 

昭和６２年１１月３日制定 
わたくしたちは、伯太町民であることに誇りと責任を持ち、

郷土の発展とみんなの幸せをねがい、この憲章を定めます。 
 
○恵まれた自然を愛し、美しい住みよい町をつくります。 
○教養を高め、情操豊かな文化の町をつくります。 
○温かい心のふれあいを深め、福祉の町をつくります。 
○働く喜びをもち、産業をおこし豊かな町をつくります。 
○心と体をきたえ、健康で明るい町をつくります。 

高齢者憲章 平成４年４月１日制定 
わたくしたち安来市民は、輝かしい歴史を築かれた高齢者が

家庭や社会の構成員として尊重され、健やかで心豊かな生活が

できる「やすらぎの里安来」づくりをめざし、この憲章を制定

します。 
○ 温かく思いやりの心を持って、共に生きる地域社会をつくり

ます。 
○ 心のふれあいを深め、なごやかな家庭をつくります。 
○ 知識と経験を大切にし、その活動の輪を広げます。 
○ 自らの能力や趣味にふさわしい生きがいを見いだすことに

努めます。 
○ 自らの知識と経験を生かし、進んで社会活動に参加します。 
 

  



市（町）の花 昭和４４年４月１２日制定 
○ さくら 

 

昭和５０年４月２６日制定 
○ つつじ 

 

昭和５７年１１月３日制定 
○ みつばつつじ 

 

市（町）の木 昭和４４年４月１２日制定 
○すぎ 

 
 

昭和５０年４月２６日制定 
○松 

 

昭和５７年１１月３日制定 
○ひのき 

 

市（町）の鳥 平成１１年５月１４日制定 
○しらさぎ 

 

  

市（町）民の歌 昭和２９年４月２６日制定 
ふるさと安来 

昭和５０年４月２６日制定 
広瀬町民の歌 

 

 


